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and Mixed Courts （『ロシア，ウクライナ，旧ソビエト連邦構成共和国の刑事司法改革









































































































　著名な陪審制度研究者のヴィドマーは，2002年の論文で（Vidmar, Neil. (2002) “Juries 










































































































































































































































































































































































【国際シンポジウム開催報告】Lay Participation Worldwide 　67　
おわりに
　最後に，太田勝造教授（東京大学（当時），日本法社会学会関東研究支部長）による閉会
挨拶があった。大変充実したシンポジウムで，これからの日本の刑事司法政策をどの
ように進めるべきか，専門家や政治家のみに任せるのではなく，市民一人ひとりが考
える重要な機会となった旨の言葉で締め括られた。
　以上がシンポジウムの概要である。当日は，ややマイナーなテーマにもかかわらず，
45名程度の来場があった。初来日のコバレフ氏より，ロシアおよび旧ソ連邦共和国の
市民の司法参加の実情をご報告いただき，日本の裁判員制度を含む世界の市民の司法
参加について考察し討論する，貴重な機会となったものと思われる。
　最後になるが，ご登壇いただいた，コバレフ先生，冨田弁護士，平山教授と澤田様に，
あらためてお礼申し上げたい。平山教授と冨田弁護士には，コバレフ先生の通訳でも
ご尽力いただいた。また，前年末の突然の依頼にもかかわらず，主催をご英断いただ
き，パネリストへの謝金支出および開催告知などでご協力いただいた，専修大学法学
研究所の所長，事務局長ならびに所員の方々に，お礼申し上げたい。
